








































































































































と伝えるということから逃げないことが大事だと思います。難聴の方は 1 字 1
句全部知りたい、という話がよく出ます。でも、要約筆記者が最低限しなきゃ
いけないことは何なのか。難聴者協会の会議で、ループも使えない。補聴器も
使えない、手話もわからない。文字からしか情報が得られない人、この人を中
心に据えるということを考えなければいけない。その後に、他の方法はバリエ
ーションとしてはあると思います。ただ困難さの最低限のところに合わせてコ
ミュニケーション支援を考えていく必要があると思っています。
　4 つ目、これは健聴者のコミュニケーションの問題です。そもそも、通訳者
がどんなに努力をしたとしても、解決の図れないことがあります。その場にい
る人すべてがこの場のコミュニケーションを成立させるという意思を持たな
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い限りは、コミュニケーションは成立しないということです。余談ですが、内
閣府の障がい者制度改革推進会議の冒頭。進行役の方が担当大臣の福島瑞穂さ
んにご挨拶を促しました。あの方は弁護士さんですので、間髪をいれずに言う
習慣があるのでしょうが、司会の言葉が終わらないうちに、立ち上がりながら、
下を向いたままお話を始めたんですね。私は内閣府のホームページにご意見を
どうぞというところがあるので書き込みました。「通訳者がいるところで話を
することに、この会議が敏感にならないといけない、すべての人が情報を得ら
れているかの確認も必要ではないか」と。今日は聞こえない人の場ですが、他
の障害の方の場合も同じだと思います。コミュニケーションが成立するかどう
かは、聞こえる聞こえないではなく、その場の人たちの共生の意識に関わって
くることだと思います。
　それから、情報環境整備というところで 3 点、時間の許す範囲でお話します。
これからの社会で市民のニーズを満たすことはどういうことか。経済成長期や
バブル期ではない。このことの上に立って、人口が減少している時代に持続可
能な支援を考えていくということです。これは決して、個人とか家族とかボラ
ンティアが頑張る時代に戻すということではありません。そういう時代に戻す
のではなく、別の意味での市民力を高める。社会貢献したいと思っているリタ
イヤ世代、たくさんいるわけです。人権感覚を根っ子においた市民力、こうい
うものを考えていく必要があると思っています。
　最後のところ。これは全要研としてということです。聞こえないという問題、
これを個人の問題にしてはいけないと考えています。中途失聴や難聴者の人た
ちの状況の幅の広さ、多様性、その心理とか行動、これをきちんと受けとめて、
表に出てこない問題を丁寧に扱っていかなければいけないだろうと思います。
そういう存在として、全要研という組織が働く必要がある、そして聞こえない
人たちが聞こえないことの困難や無理解を訴えるだけではなく、自分たちがい
ることによって、聞こえない人たちの社会環境がこんなに良くなったんだとい
えるようなそういう協働を全難聴とも作っていきたいと思っています。簡単で
すが終わります。
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文字情報支援とインクルーシブな社会
要約筆記と字幕の活動を通して
特定非営利活動法人　全国要約筆記問題研究会
　理事長　　三宅初穂
はじめに
　特定非営利活動法人全国要約筆記問題研究会は、定款に要約筆記と字幕の 2 つを
中心的な事業として掲げ、文字情報支援による音声情報バリアフリー社会の実現を
めざす団体です。
①文字表示の3つの機能
　１　コミュニケーション〈筆談〉
　　対面した一方、または両方が自分の発信したいことを文字で書いて伝える
　２　コミュニケーション支援〈要約筆記〉
　　音声による発信の意図を文字言語による発信に変えてその場で聴覚障害者が受
　　信できるようにする
　３　情報環境整備〈字幕・掲示板（電光表示・張り紙など）・配布資料〉
　　音声による情報発信を文字情報に変えて受信できるように準備して表示する
②コミュニケーション支援の課題
　１　福祉事業の枠組みでの養成派遣事業の限界
　２　中途失聴・難聴者の聞こえと情報獲得の満足度
　３　意図の伝達と記号の伝達
　４　コミュニケーションの場の成立
③　情報環境整備の課題
　１　情報発信者側の対象者への認識
　２　合理的配慮で期待される範囲
　３　ニーズを満たすのは「互助」「共助」「公助」？
＊コミュニケーションの満足度とコミュニケーション支援の満足度
＊インクルーシブな社会の入り口はコミュニケーション成立
